
　Cente MQTTc は TCP/IP プロトコルスタックに依存しない組込み型の MQTT パブリッシャー・サブスクライバープログラ

ム（MQTTクライアント）です。

　MQTT は Publish/Subscribe モデルを採用しており、1:N の通信を非同期に行うことができます。HTTP に比べてシンプル

かつ軽量に設計されているため、家電や計測機器、消費電力の制約が大きいモバイル機器などの IoT（Internet of Things）

を実現するのに適したプロトコルです。

　本モジュールを実装することにより、ブローカ（MQTTサーバ）とのデータのやり取りを組込み機器で容易に実現することが

できます。

概　説

概念図

仕様・特徴

●MQTTv3.1.1準拠

●対応パケット：connect、disconnect、subscribe、unsubscribe、

　publish

●QoSは0-2に対応

●プロトコルスタック非依存

●別途、Compact SSLcを組込むことで、Amazon AWSなどのパブリック

　クラウドへの接続が可能



【販売代理店】

CMQTTc_20200930●µITRONはMicro Industrial The Realtime Operating System Nucleusの略称です。
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■関連パッケージ

●Cente TCP/IPv4 

　標準で対応しているプロトコルスタック

●Cente Compact SSLc

　通信のセキュア化を行う際に必要

●Cente AWS IoT Connect

　Cente MQTTc、Cente TCP/IPv4、Cente Compact SSLc を使って

　Amazon AWS IoT に接続するまでの環境構築手順をまとめた

　アプリケーションノート

※別途Cente Compact SSLcが必要です。

■動作確認済みMQTTブローカー

●IBM Message Sight

●Amazon AWS IoT（※）

■注意事項

※トピックの成型・解析部は未サポートです。

　（ユーザアプリケーションでの実装が必要です）

mqtt_ini

mqtt_connect

mqtt_disconnect

mqtt_publish

mqtt_subscribe

mqtt_unsubscribe

mqtt_set_callbackfunc

mqtt_read_rcv_publish

モジュール初期化

CONNECT処理

DISCONNECT処理・切断

PUBLISH処理

SUBSCRIBE処理

UNSUBSCRIBE処理

ユーザコールバック関数の設定

トピックとメッセージの取り出し

　●ユーザが使用するAPI

mqtt_tcp_cre_cep

mqtt_tcp_del_cep

mqtt_tcp_con_cep

mqtt_tcp_con_cep_ipv6

mqtt_tcp_cls_cep

mqtt_tcp_snd_dat

mqtt_tcp_rcv_dat

通信端点の生成

通信端点の削除

TCPの接続（IPv4）

TCPの接続（IPv6）

TCPの切断

TCP送信

TCP受信

　●ユーザカスタマイズAPI

■API関数一覧
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